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n 個の形態素列からなる文を S = w1w2 . . . wn とする．各形
態素 wi(i < n) の直後に読点が入るか否かを表す確率変数を qi
とするとき，Q = q1q2 . . . qn−1 が S に対する読点挿入の一つの
結果を表すことになる．これを用いれば，最適な読点挿入の結
果 Q̂は，以下によって求めることができる．




そこで，各 qi はその前後の形態素 wi，wi+1 にのみ依存する
と仮定し，式 (1)を以下のように近似する．






















P (qi = 0|wi, wi+1) (3)
ここで，Pl(j)は文の長さが lであった場合に読点を j 個挿入す
る確率，Rj は j 個の読点を挿入する位置を表す (Q−Rj は読点




まずは毎日新聞の 2008 年，2009 年の記事を用いて，式 (3) に





表 2 直前の品詞別結果 (単位%)
形態素数 文字数 文節数
再現率 適合率 再現率 適合率 再現率 適合率
名詞 47.5 82.7 47.2 81.0 46.4 82.0
助詞 38.7 56.6 39.6 55.8 37.1 55.3
動詞 54.7 90.7 55.1 90.8 55.1 90.8
接続詞 56.7 89.5 63.3 95.0 66.7 95.2
助動詞 50.0 75.0 46.7 70.0 43.3 68.4
副詞 14.3 50.0 14.3 50.0 14.3 50.0
形容詞 16.7 100 16.7 100 25.0 100
その他 33.3 100 33.3 100 33.3 100





こうして求めた Pl(j)，P (qi = 1|wi, wi+1)，P (qi =
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